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第１章 第９期計画の概要（案） 

１．計画策定の趣旨 

 

 

検討中 
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２．計画の位置付け・他計画との関係 

（１）法的位置付け 

本計画は、老人福祉法第 20 条の８の規定に基づく老人福祉計画及び介護保険法第 117

条第１項の規定に基づく介護保険事業計画を一体的に策定するものです。 

また、2023 年 6 月 14 日に可決・成立した共生社会の実現を推進するための認知症基

本法の第 13 条第１項に基づく「市町村認知症施策推進計画」を含むものとします。 

 

（２）他計画との関係 

本計画は、「吹田市第４次総合計画」における高齢者施策に関わる部門別計画であり、

計画の具体化に当たっては、総合計画の実施計画や各年度の予算編成に反映させていき

ます。 

また、「吹田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「吹田市障がい福祉計画」、「吹田

市障がい者計画」、「吹田市地域福祉計画」、「健康すいた２１」など関連する市の計画、

さらには「大阪府高齢者計画 2024」「第８次大阪府医療計画」とも整合性を図り、策定し

ています。 

 

３．計画の期間 

本計画は、介護保険法により３年ごとの策定が定められています。 

第９期計画は、2024年度を初年度とした2026年度までの３年間を計画期間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6期計画 

 

2015年度～ 
 
2017年度 
 

第 7期計画 

 

2018年度～ 
 
2020年度 

 

第 8期計画 

 

2021年度～ 
 
2023年度 
 

第9期計画 

 

2024年度～ 
 
2026年度 
 

2040 年を見据えて段階的に取り組む 

第 10 期計画 

 

2027年度～ 
 
2025年度 

▲ 
2040年 

（団塊ジュニア 
   世代が65歳に） 

 ▲ 
2025年 

（団塊の世代が75歳に） 



 資料２  

3 

４．計画の策定方法 

（１）計画策定の機関 

「吹田市社会福祉審議会」に対し、計画策定の諮問を行い、吹田市社会福祉審議会に

設置した「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進専門分科会（以下、本分科会と

いう。）」において調査審議を行いました。 

庁内においては、市長をトップとし、両副市長、各関係部局の部長級職員を委員とす

る「高齢者保健福祉施策・介護保険事業推進本部会」、及び庁内関係室課の室課長級職員

を委員とする「同幹事会」、高齢福祉室を中心に庁内関係室課の職員を委員とする「同作

業部会」において審議しました。 

 

（２）実態調査の反映 

今後の高齢者福祉サービスや健康づくりの方策の検討にあたり、高齢者の日頃の生活

や介護の状況、サービスの利用意向などの実態を把握することを目的に、2022 年度に 65

歳以上の市民を対象とした実態調査を実施し、これらの調査結果を計画策定に反映させ

ました。 

なお、本調査の結果は、別途「第９期吹田健やか年輪プラン（吹田市高齢者保健福祉

計画・介護保険事業計画）にかかる高齢者等の生活と健康に関する調査報告書」として

取りまとめています。 

 

 構成　 本部長　　市長

 　　　 副本部長　副市長

 　　　 本部員　　部長級職員

 職務　計画の策定・推進

・パブリックコメント  

・関係団体等ヒアリング

構成

 構成　座長　高齢福祉室長

 　　　副座長　高齢福祉室参事

 　　　幹事会員　関係室課及び本部員が 任務

 　　　　　　　　所属する部の庶務担当

　　　　　　 　　室課（ただし関係室課が

　　　　　　　 　ない部に限る）の課長級

 　　　　　　　   以上職員

 職務　計画の策定・推進

高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画の策定及びその推進並びに地域

包括ケアシステム構築に関する事項

の調査審議

報告

大阪府

吹田市社会福祉審議会

附　属　機　関

調査審議

依頼
報告

【市民ニーズ、実態把握】

推進の

進捗報告

作業部会

連携

関　係　機　関

報告 指示

幹事会

【関係機関との調整】

調整

社会福祉事業に従事する者、学識経

験者及び公募市民

市　民　等 行　　政

計画策定の

諮問
反映

吹田市高齢者保健福祉施策・

介護保険事業推進本部

高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画推進専門分科会

高齢者等実態調査等

答申

本部会

【市民意見等聴取】
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（３）市民意見等の聴取 

本計画の策定に当たっては、「吹田市社会福祉審議会高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画推進専門分科会」における市民や介護サービス事業者の意見、実態調査（令和４

年度（2022 年度））における被保険者の意見とともに、介護サービス事業者へのアンケー

ト調査や市民意見聴取（パブリックコメント）を実施し、計画策定に反映させました。 

 

 

５．計画の進捗管理 

本計画は、吹田市社会福祉審議会高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進専門分

科会（以下、「計画推進専門分科会」という。）及び庁内組織である吹田市高齢者保健福

祉施策・介護保険事業推進本部（以下、「推進本部」という。）において、ＰＤＣＡサイ

クルに基づき、各施策の進捗管理を行います。 

 

（１）目標設定（Plan）・推進（Do） 

本計画における目標は、「第５章 施策の展開と目標の指標」において、施策ごとに本

計画期間（2024～2026 年度）おける具体的な施策や目標を示します。 

各施策については、推進本部において関係部局との調整や連携を図るとともに、計画

推進専門分科会において市民、事業者とも連携を図りながら進めます。 

 

（２）進捗状況の分析・評価（Check）・改善（Action） 

本計画で示した各目標について、推進本部において進捗状況を確認するとともに、計

画推進専門分科会に報告し、評価を行います。 

進捗状況や社会情勢に応じた対応としては、第 10 期（2027～2029 年度）の計画策定に

向けて、推進本部や計画推進専門分科会において対策を検討します。 

 

（３）進捗状況の公表 

計画推進専門分科会における検討過程を公表するとともに、進捗状況について市ホー

ムページ等で公表します。 
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６．サービス整備圏域の考え方 

2006 年度の介護保険制度改正により、高齢者が住み慣れた地域でサービスが利用でき

るよう、第３期計画（2006-2008）から、地理的条件、人口、交通事情その他社会的条件

を総合的に勘案して「日常生活圏域」を設定し、圏域ごとに必要なサービス見込量を定

めています。 

本市においては、「日常生活圏域」は施策を進める単位ととらえ「サービス整備圏域」

という言葉を用いています。 

 

 

 吹田市サービス整備圏域 


